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遺伝子組み換え
(GM)ヤロ物

米

・
オ
レ
ゴ
ン
州
産
の
小
麦
の
輸
入
が
今
年
、　
一
時
停

止
さ
れ
た
。
同
州
の
畑
で
、
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
の

遺
伝
子
組
み
換
え

（
Ｇ
Ｍ
）
小
麦
が
見
つ
か

っ
た
た
め
だ

っ
た
。
日
本
で
は
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
Ｇ
Ｍ

作
物
ＩＬ
曰
■
が
郊
ら
ぬ
ま
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
も

っ
と
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

と
専
門
家
は
指
摘
す
る
。

特
定
の
除
草
剤
で
は
枯
れ
な
い
、
食
べ
た
害
虫
が
死
ぬ
な

ど
特
定
の
機
能
を
持
つ
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
作
物
。
世
界

の
食
糧
需
要
を
ま
か
な
う
期
待
が
あ
る

一
方
、
長
期
間
摂
取

し
た
場
合
の
安
全
性
に
不
安
の
声
が
あ
る
。

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
内
閣
府
の
食
品
安
全
委
員
会

が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、
テ
ン
サ
イ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ

タ
ネ
、
フ
タ
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
パ
パ
イ
ア
の
８
作
物
２

８
３
種
類
に
つ
い
て
食
用
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

拡散 気づかず栽培も
日
|?卜7,ロコシ
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収
穫
を
終
え
た
麦
畑
が
う
ね

る
よ
う
に
広
が
る
。
米
国
些
西

部
の
オ
レ
ゴ
ン
州
。
年
１
４
０

米
・オ
レ
ゴ
ン

枯
れ
ぬ
小
麦
経
緯
不
明

カ
ナ
ダ

・
¨ヽ
・
．

・静
¨

竜

鼈

万

ン
ト
の
小
麦
生
産
は
州
の
主
要

産
業
だ
。
こ
の
小
麦
畑
の

一
角

で
今
年
春
、
Ｇ
Ｍ
小
麦
が
生
え

て
い
る
の
が
見
つ
か

っ
た
。

Ｇ
Ｍ
大
豆
な
ど
が
商
業
栽
培

さ
れ
て
い
る
米
国
で
も
、
Ｇ
Ｍ

小
麦
は
商
業
栽
培
さ
れ
て
い
な

い
。
だ
が
、
除
草
剤
を
ま
い
て

も
枯
れ
な
か

っ
た
小
麦
が
あ

り
、
分
析
の
結
果
、
種
子
の
大

手
、
米
モ
ン
サ
ン
ト
社
が
１
９

９
８
～
２
０
０
５
年
、
全
米
各

地
で
試
験
栽
培
し
た
Ｇ
Ｍ
小
麦

と
判
明
し
た
。
日
本
は
同
州
の

小
麦
の
輸
入
を
停
止
し
た
。

試
験
栽
培
の
場
所
は
公
表
さ

れ
て
い
な
い
が
、
分
析
し
た
研

メ

じJ颯
ア

、
一　
　
一
　
．　
一

′
′

一
／
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究
者
に
よ
る
と
最
も
近
い
と

こ
ろ

で
も
数
十
計
は
離
れ

て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
な
ぜ
８
年

も
た

っ
て
突
然
現
れ
た
の
か
。

米
農
務
省
が
調
べ
た
が
、
原

因
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
だ
。
モ

ン
サ
ン
ト
社
は

「食
品
と
し
て

の
安
全
性
に

つ
い

て
は
米
食

品
医
薬
品
局

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
審

遺
伝
子
組
み
換
え
パ
パ
イ
ア
の

木
。
葉
の
根
元
が
赤
み
を
お
び

て
い
る
―
農
林
水
産
省
提
供

査
を
終
え

て
い
た
。
今
回
の

原
因
は
分
か
ら
な
い
が
、
流
通

経
路
に
混
入
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

日
本
の
農
林
水
産
省
は
輸
入

し
て
い
た
同
じ
品
種
の
在
庫
小

麦
な
ど
を
検
査
。
Ｇ
Ｍ
は
な
い

と
判
明
し
、
検
査
態
勢
を
整
え

て
７
月
に
輸
入
再
開
を
発
表
し

２
年
前
の
春
、
沖
縄
。
県
民

が
炒
め
物
な
ど
で
食
べ
る
伝
統

野
菜
パ
パ
イ
ア
の
農
場
で
、
国

か
ら
安
全
性
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
種
類
の
Ｇ
Ｍ
パ
パ
イ
ア
が

見
つ
か

っ
た
。

８７
農
家
の
約
８

千
本
が
伐
採
さ
れ
た
。

別
の
種
類
の
Ｇ
Ｍ
パ
パ
イ
ア

を
研
究
し
て
い
た
国
立
医
薬
品

た
。

・　
同
州
か
ら
日
本

へ
の
小
麦
輸

出
は
５０
年
以
上
続
く
。
リ
ー
ダ

ー

・
ク
レ
イ
グ
さ
ん
（３７
）
も
代

々
、
育
て
て
き
た
。

「
日
本
人

が
敬
遠
す
る
Ｇ
Ｍ
小
麦
が
見
つ

か

っ
た
な
ん
て
。
原
因
が
わ
か

ら
ず
不
気
味
だ
」
と
話
す
。

（伊
藤
恵
里
奈
）

ら
混
入

食
品
衛
生
研
究
所
が
偶
然
、
直

売
所
の
パ
パ
イ
ア
を
検
査
し
た

と
こ
ろ
Ｇ
Ｍ
の
疑
い
の
パ
パ
イ

ア
が
見
つ
か
り
、
農
水
省
が
調

査
。
混
入
し
た
の
は
台
湾
の
大

学
で
研
究
さ
れ
た
Ｇ
Ｍ
パ
パ
イ

ア
と
判
明
し
た
。
台
湾
で
は
病

気
に
強
い
パ
パ
イ
ア
が
研
究
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。

大
学
か
ら
合
湾
の
種
苗
会
社

の
農
場
に
紛
れ
込
み
、
そ
こ
か

パ

パ

ら
種
首
を
輸
入
し
た
日
本
の
種

苗
会
社
が
農
家
に
販
売
し
て
い

た
。

０５
年
か
ら
０９
年
に
輸
入
さ

れ
た
と
い
う
。
ど
う
や

っ
て
台

湾
の
会
社
の
農
場
に
入

っ
た
か

は
今
も
わ
か

っ
て
い
な
い
。

「無
農
薬

で
食
の
安
全
に
こ

だ
わ

っ
て
い
た
の
に
。
知
ら
ぬ

ま
に
Ｇ
Ｍ
パ
パ
イ
ア
を
栽
培
し

て
い
た
な
ん
て
」
。
事
業
農
家
の

大
城
浩
明
さ
ん
（
６．
）
は
憤
る
。

直
売
所
や
農
協
に
出
荷
し
、
全

国
に
流
通
。
地
元
の
小
中
学
校

の
給
食
用
に
も
出
し
て
い
た
。

国
の
調
査
で
昨
年
、
道
ば
た

な
ど
に
生
え
る
パ
パ
イ
ア
５９
本

が

Ｇ
Ｍ
と
み
ら
れ
る
と
わ
か

り
、
伐
採
し
た
。
鳥
が
種
を
運

ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
今
年
は
見

つ
か

っ
て
い
な
い
が
、
農
水
省

の
担
当
者
は

「
も
う
流
通
は
し

て
い
な
い
も
の
の
、
ほ
か
に
生

え
て
い
な
い
堡
証
は
な
い
」
。

調
査
を
続
け
て
い
く
と
い
う
。

口
田
――
□
日
――
‐‐一□
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Ｇ
Ｍ
作
物
の
商
業
栽
培
は
９６
年

に
米
国
で
始
ま

っ
た
。
国
際
ア
グ

リ
バ
イ
オ
事
業
団
に
よ
る
と
、
プ

ラ
ジ
ル
な
ど
２８
カ
国
に
広
が
り
、

昨
年
の
栽
培
面
積
は
９６
年
の
１
０

０
倍
に
。
米
国
で
は
栽
培
さ
れ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
の
約
９
割

に
上
る
。

日
本
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

８
作
物
２
８
３
種
類
に
つ
い
て
食

用
の
安
全
性
を
確
認
。
独
立
行
政

法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
の
推

計
で
は
、
昨
年
日
本
が
輸
入
し
た

大
豆
の
８８
％
が
Ｇ
Ｍ
と
み
ら
れ
る

な
ど
多
く
の
Ｇ
Ｍ
作
物
が
輸
入
さ

れ
、
食
用
油

へ
の
加
工
や
家
畜
の

飼
料
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
農

水
省
に
よ
る
と
、
大
豆
の
国
内
自

給
率
は
８
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
輸

入
に
頼
る
作
物
も
多
い
。

自
然
界
の
植
物
は
花
粉
を
飛
ば

す
こ
と
な
ど

で
子
孫
を
広
げ
る

が
、
モ
ン
サ
ン
ト
社
は
Ｇ
Ｍ
作

物
に
つ
い
て

「
交
雑
種
が
近
縁
種

に
取

っ
て
か
わ
ら
な
い
な
ど
環
境

へ
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い
る
」

と
説
明
す
る
。
日
本
で
も
生
物

多
様
性

へ
の
影
響
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
大
豆
な
ど
８
作
物
９７

種
類
は
栽
培
を
承
認
。
だ
が

、

「実
際
に
食
用
で
商
業
栽
培
し
て

い
る
例
は
な
い
」

（農
水
省
）
。

消
費
者
の
抵
抗
感
な
ど
が
理
由
と

い
う
。

九
州
や
関
西
の
１４
生
協
で
つ
く

る
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

（本
部

・
福

岡
）
の
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に

関
す
る
専
務
ス
タ
ッ
フ
中
島
克
哉

さ
ん
は

「長
期
的
に
摂
取
し
て
人

体
に
被
害
が
な
い
か
、
将
来
的
に

生
態
系
に
影
響
が
な
い
か
な
ど
解

明
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

何
か
起
き
て
か
ら
で
は
違
い
」
と

話
す
。

東
京
農
大
の
山
口
裕
文
教
授

（応
用
生
物
多
様
性
学
）
は

「食

材
や
種
子
は
国
境
を
越
え
て
移
動

し
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
作
物
が
知
ら
ぬ

ま
に
入
り
育
つ
こ
と
は
、
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
現
象
だ
。
日
本
の

対
応
は
後
手
に
回

っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
現
象
は
も

っ
と
増
え
る
可

能
性
が
あ
る
。
開
発
し
た
研
究
機

関
や
企
業
は
し

っ
か
り
管
理
す
る

責
任
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（オ
本
喜
子
、
日
史
昼
↓


